
　本特集をお読みいただき，どのように感じられたでしょうか？　やっぱり関節リウマチ診療は
難しいと感じられた方，これなら一度やってみようかと感じられた方，いろいろだろうと思いま
す。メトトレキサートや分子標的薬が登場して間もない頃はずいぶんと混沌とした状況で，標準
的ではなく属人的な，いわゆるエキスパートオピニオンで診療が行われていました。そのような
環境では各薬剤をどのように使って，何に注意しながら診療を行えばいいのかが非常にわかりに
くく，初心者を寄せ付けない世界になっていたと思います。しかし勉強していただいたように，
現在では関節リウマチの薬物治療は標準化が進んでいて，ある程度までマニュアル的に行うこと
も可能な環境になっています。是非これを機会に，一度関節リウマチの世界に足を踏み入れてみ
ていただければと思います。
　多数の患者がいるから整形外科医の参画が重要だという必要性の話も事実ですが，一方で関節
リウマチ診療には楽しさという側面もあります。整形外科には多岐にわたる対象疾患があります
が，外来診療の薬物治療でこれほど劇的に改善して患者さんに熱烈に感謝される疾患も他に多く
はないと思います。ただし診断が難しい症例があるのは課題であり，はじめのうちは抗CCP抗体
強陽性の典型症例を対象とされるのがよいと思います。典型症例にメトトレキサートをはじめと
する標準治療を行うと驚くほど良くなる症例が少なくありません。そして最終目標である患者
QOLの最大化に向けては，ロコモ・フレイルの改善に向けたリハビリテーションや手術など非薬
物治療があり，高齢女性が多いという特徴からは骨粗鬆症や各種変性疾患のマネジメントも重要
となります。これらすべてを包括的に診療できるのは，まさに整形外科医をもって他にはいない
と思います。
　多くの整形外科医が関節リウマチ診療に参入いただけることを願って，楽しく編集させていた
だきました。少しでも日常診療の一助となれば，これ以上の喜びはございません。
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